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ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

実物大模型
九三式中間練習機（陸上）【Ｋ５Ｙ１】（通称：赤とんぼ）

＊
　翼幅：10.99ｍ　全長：8.05ｍ　全高：3.20ｍ
　昭和9年に制式採用。武器を常設していない練習機。実用性・操縦性・
安定性に優れ、約5,770機製造された。オレンジ色の機体は、練習機とし
て目立つようにカラーリング。その容姿から「赤とんぼ」と呼ばれた。
　終戦時、人吉海軍航空基地に残された航空機141機のうち「赤とんぼ」
は96機であった。



錦町立人吉海軍航空基地資料館　ひみつ基地ミュージアム
リニューアルオープン

3
月
1
日
、
人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
「
山
の
中

の
海
軍
の
町　

に
し
き　

ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆

け
、
2
月
19
日
か
ら
5
日
間
実
施
さ
れ
た
プ
レ
オ
ー
プ

ン
は
、
延
べ
２
３
７
人
が
来
館
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
は
、
２
０
０
人
を
受
け
入
れ
可

能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
、
戦
争
体
験
動
画
等
を
上
映
す
る

視
聴
覚
ス
ペ
ー
ス
、
戦
争
関
連
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
の

新
設
な
ど
。
さ
ら
に
、
九
三
式
中
間
練
習
機
「
通
称
：
赤

と
ん
ぼ
」
の
実
物
大
模
型
も
展
示
。

　

平
成
30
年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
当
館
は
、
総
延
長

に
し
て
3
千
8
百
ｍ
の
地
下
施
設
（
作
戦
室
・
無
線
室
・

魚
雷
調
整
場
・
兵
舎
壕
・
倉
庫
壕
・
設
営
隊
兵
舎
壕
等
）

が
当
時
の
ま
ま
の
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
現

存
す
る
様
々
な
遺
構
を
見
学
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
構
築
。
今
回
の
改
修
工
事
で
、
滑
走
路
跡
を
一
望
で
き

る
展
望
台
、
松
根
油
作
業
場
の
進
入
路
整
備
も
実
施
。

平
和
を
伝
え
る
公
共
の
資
料
館
と
し
て
更
な
る
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

当
館
の
使
命
は
、
記
憶
を
残
す
こ
と
で
あ
り
、
建
物

の
完
成
が
『
終
わ
り
』
で
は
な
く
、
『
い
ま
か
ら
』
が
重

要
で
す
。
『
ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
に
来
館
い
た

だ
い
た
方
々
が
自
ら
歴
史
を
知
り
、
自
ら
感
じ
、
こ
の
資

料
館
や
地
下
施
設
の
体
験
を
経
て
自
ら
平
和
と
は
何
な

の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
平
和
が
繋
が

り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
は
も
と
よ

り
、
修
学
旅
行
生
を
始
め
と
す
る
団
体
等
、
た
く
さ
ん

の
方
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

＊

　

こ
の
事
業
は
、
次
世
代
に
平
和
を
繋
ぐ
拠
点
整
備
事

業
、
熊
本
地
震
復
興
基
金
交
付
金
事
業
な
ど
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

多目的ホール（花手箱ときじ馬の絵付け体験の様子） 物販・情報発信スペース

展示室 オープニングセレモニー

森
本
町
長
と
金
山
議
長
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
月
は
修
学
旅
行
で
3
校
1
8
9
人
が

来
館
。
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愛情と情熱に満ちた教育実践の足跡
そく せき

錦町教育論文表彰式

3
月
4
日
、
役
場
で
教
育
論
文
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
吉
球
磨
地
域

の
教
育
論
文
に
応
募
し
た
町
内
小
中
学
校
の

教
職
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
11

人
（
西
小
3
人
、
一
武
小
3
人
、
木
上
小
3

人
、
錦
中
2
人
）
が
対
象
。

　

式
で
は
、
森
本
完
一
町
長
と
小
田
定
則
教

育
長
が
日
頃
の
授
業
や
各
種
教
育
活
動
、
授

業
研
究
に
対
す
る
感
謝
や
激
励
の
挨
拶
。
そ

の
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
町
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
錦
中
の
樋
脇
正
幸
教
諭

が
「
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
力
を
充
分
に
つ
け
て

あ
げ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
。
日
々
努

力
を
重
ね
、
教
育
活
動
に
全
力
を
尽
く
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

親子で協力。真剣そのもの。

親子で楽しく！！悪戦苦闘？
ＩＴ人材育成・プログラミング教室

　

2
月
28
日
と
3
月
7
日
、
錦
町
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
（
錦
町
就
業
セ
ン
タ
ー
内
）
で
、

親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
生
と
保
護
者
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
体
験
型
学
習
を

行
う
も
の
で
、
錦
町
情
報
技
術
推
進
協
議
会

（
森
本
完
一
会
長
）
の
主
催
事
業
。
い
ず
れ

の
日
も
午
前
、
午
後
の
2
回
開
催
。
2
日
間

（
全
4
回
）
で
、
計
37
組
の
親
子
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児

童
（
小
2
）
は
「
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

け
ど
、
自
分
が
思
っ
た
と
お
り
に
出
来
た
時

は
嬉
し
か
っ
た
。
家
で
も
挑
戦
し
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
教
室
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
と
教

材
は
、
指
導
に
あ
た
っ
た
㈱
キ
ャ
ッ
プ
ド
ゥ

か
ら
、参
加
児
童
全
員
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
24
分
館
の
み
な
さ
ん

受
賞
し
た
11
人
の
先
生
方

24分館が見事優勝
第３２回錦町分館親善ゴルフ大会

2
月
21
日
、
第
32
回
錦
町
分
館
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
が
球
磨
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
、
24
分
館
が
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
10
の
分

館
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者
、
分
館
同
士

の
親
睦
と
融
和
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

　

優　

勝　
　

24
分
館　

　

準
優
勝　
　

1
分
館　

　

３　

位　
　

17
分
館

【
個
人
の
部
】　

　

優　

勝　
　

早
田
和
彦
⑰

　

準
優
勝　
　

松
田
三
郎
④　

　

３　

位　
　

那
須
出
征
⑥

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】

　

優　

勝　
　

福
嶋
良
子
㉒　

　

準
優
勝　
　

本
田
里
美
④　

　

３　

位　
　

髙
瀬
久
代
⑱

※
○
内
は
分
館　

お
茶
を
手
渡
す
山
崎
支
部
長（
左
か
ら
2
番
目
）

※
写
真
の
お
茶
は
袋
入
り（
1
㎏
）

お茶の力で感染症予防
町内各小中学校へ「うがい」用のお茶を寄贈 

　

2
月
25
日
、Ｊ
Ａ
く
ま
茶
部
会
錦
支
部

長
山
崎
真
一
さ
ん
（
木
上
高
原
）
が
役
場

を
訪
れ
、
各
小
中
学
校
に
う
が
い
用
の
お

茶
約
30
㎏
（
1
㎏
入
り
約
30
袋
）
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
錦
茶
文
化
の
普
及

啓
発
と
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
崎
支
部
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
心
配
さ
れ
る
状
況
が
続
く
中
、
少
し

で
も
感
染
症
予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

飲
料
用
と
し
て
も
美
味
し
い
の
で
、
夏
場

の
水
分
補
給
に
も
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
、
町
内
校
長
会
長
の
西
小
学
校
大

瀨
克
彦
校
長
は
「
児
童
生
徒
が
元
気
に
健

康
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
毎
年
、
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

Nishiki  Topics
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同センター役員の足達勝徳副社長、宮原俊彦取締役、
田上明仁取締役、平野隆三取締役も同席されました。

寄
附
金
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
2
月
15
日
、（
株
）
人
吉
・
球
磨
林
業
機
械

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
の
堀
川
泰
注
さ
ん
が

役
場
を
訪
れ
、
寄
附
金
を
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
被
災
し
た

市
町
村
の
災
害
復
興
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
度
解
散
す

る
同
セ
ン
タ
ー
が
売
却
し
た
機
械
の
代
金
な

ど
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
人
吉
市
・
球
磨
村
・

相
良
村
・
山
江
村
・
あ
さ
ぎ
り
町
に
も
同
様

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ありがとう メーガン先生

親愛なる錦町へ
私を先生（ALT）として受け入れてくれてありがとう。
皆さんと過ごした時間はとても楽しかったです。さよならを
言うのはとても悲しいけど、錦町のことは永遠に忘れません。
また、会いましょう！
　　　　　　　　　　　　メーガン イートン　より

　平成30年（2018年）から２年８か月、錦町ALT（外国語指導助手）として子どもたち
への外国語教育や生涯学習の英会話講師として頑張ってくれたメーガン先生は、３月に母
国のアメリカへ帰国しました。
　メーガン先生から皆さんへ感謝とお別れの言葉をご紹介します。

4広報錦  2021 年 4 月号



〜
ϻ
ಫ
Ҽ
ٸ
 
৽
ర
ஞ

๊
��
ò

〜

令和３年度一般会計予算
　

令
和
３
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算
が
、３
月
８
日
か
ら
開
会
し
た
第
一
回
定
例
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
約
64
億
２
，
５
１
５
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
約
６
億
９
，

０
５
６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
増
加
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
と
、
木
綿
葉
大
橋
補
修

工
事
及
び
水
無
川
橋
の
災
害
関
連
工
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
当
初
予
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
５
月
号
以
降
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歳　入
　 歳 入 　
町税
地方譲与税
各交付金
地方交付税
使用料等
国庫支出金
県支出金
その他の自主財源
繰入金
繰越金
諸収入
町債
　 計 　

金　　　額　　
1,014,336千円

61,782千円
256,465千円

1,666,048千円
268,536千円
947,062千円
840,485千円
334,265千円
503,431千円
30,000千円
38,131千円
464,604千円

6,425,145千円

割　合　
16%
1%
4%
26%
4%
15%
13%
5%
8%
0%
1%
7%

100.0%

歳　出
　 歳 出 　
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
その他
　 計 　

金　　　額　　
79,674千円

1,008,512千円
1,958,143千円
475,721千円
1,045千円

353,940千円
335,325千円
696,028千円
229,887千円
390,932千円
455,563千円
430,374千円
10,001千円

6,425,145千円

割　合　
1%
16%
30%
7%
0%
6%
5%
11%
4%
6%
7%
7%
0%

100.0%

繰入金
503,431千円

8%

その他の自主財源
334,265千円

5%

国庫支出金
947,062千円

15%

県支出金
840,485千円

13%

町税
1,014,336千円
16%

町債
464,604千円
7%

諸収入
38,131千円
1%

地方譲与税
61,782千円
1%

各交付金
256,465千円
4%

地方交付税
1,666,048千円
26%

使用料等
268,536千円
4%

繰越金
30,000千円

0%

その他　10,001千円　0%

労働費　1,045千円　0%

農林水産業費
353,940千円　6%

商工費
335,325千円

5%

公債費
430,374千円　7%

災害復旧費
455,563千円　7%

教育費
390,932千円　6%

消防費
229,887千円

4%

土木費
696,028千円

11%

総務費
1,008,512千円
16%

議会費
79,674千円
1%

民生費
1,958,143千円
30%

衛生費
475,721千円
7%

・町民 1 人当たりに納めて
　いただく税金は
　　約 9 万 6 千円

・町民 1 人当たりに使われ
　る予算は
　　約 61 万 1 千円
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2月末現在の人口
10,517人
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一
昨
年
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
変
異
株
も
現
れ
、
世
界
全
体
の

感
染
者
は
１
億
１
千
５
百
万
人
、
死
者

２
５
０
万
人
に
拡
大
し
、
な
お
収
束

が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
本

に
お
い
て
も
43
万
６
千
人
が
感
染
し
、

８
千
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

当
地
域
で
も
本
年
に
入
り
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
、
緊
迫
し
た
状
態
に
陥
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
発
症
リ
ス
ク
を
抑
制
で
き
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
４
月
実
施
に
備
え

て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
国
か
ら
の
ワ

ク
チ
ン
配
分
数
量
が
先
週
４
日
、
よ
う

や
く
示
さ
れ
ま
し
た
。
９
７
５
回
分
の

１
箱
を
４
月
26
日
に
配
分
す
る
内
容
で

す
が
、
２
回
接
種
で
あ
り
ま
す
の
で
、

接
種
で
き
る
対
象
者
は
約
５
０
０
人
と

な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
配
分
時
期
・
数

量
は
不
明
で
あ
り
ま
す
の
で
対
応
に
苦

慮
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
５
月
上
旬
か
ら
開
始
し
、
65
歳

以
上
の
人
を
終
了
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
と
進
め
、
多
く
の
方
が
接
種
さ
れ
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
の
働
き
方
や
生
活
様
式
も
変

え
、
社
会
経
済
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
お
り
、
早
期
の
終
息
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　

昨
年
７
月
豪
雨
災
害
は
球
磨
川
流
域
で

50
人
死
亡
、
２
人
の
行
方
不
明
と
な
り
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
床

上
・
床
下
浸
水
被
害
１
２
５
棟
、
河
川
・

道
路
33
カ
所
、
治
山
・
林
道
26
カ
所
、

農
地
・
農
業
用
施
設
35
カ
所
、
そ
の
他

20
カ
所
な
ど
、
過
去
に
な
い
甚
大
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。
早
期
の
復
旧
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
異
常
気
象
が
発
生
す
る
確
率

は
、
ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、
日

常
で
の
心
が
け
、
早
め
の
避
難
行
動
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
全
体
に
及
ぶ
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
本
町

に
お
い
て
も
昨
年
10
月
の
国
勢
調
査
に

お
け
る
速
報
値
は
、
１
万
３
０
０
人
を

割
る
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
に

お
け
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
方
策
に
も

変
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
創
生

や
社
会
保
障
の
充
実
を
一
層
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

令
和
２
年
３
月
に
総
合
戦
略
や
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
網
羅
し
た
新
た
な
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
計
画
を

核
と
し
て
各
種
政
策
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
対

応
で
財
政
調
整
基
金
は
４
億
円
減
じ

10
億
円
と
な
り
、
ま
た
地
方
交
付
税
も

１
億
１
千
万
円
の
減
、
町
民
税
・
固
定

資
産
税
８
千
万
円
の
減
が
あ
り
、
厳
し

い
歳
入
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
災
害
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
を
は

じ
め
、
英
語
検
定
受
験
料
の
小
学
生
受

験
者
へ
の
補
助
拡
大
、
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
の
活
用
、
商
工
業
後
継
者
支

援
、
子
宝
祝
い
金
の
増
額
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
政
策
と
融
合
さ
せ
、
「
人
の
和

を
大
切
に
し
、
老
い
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
、
若
人
に
夢
と
希
望
が
持
て

る
町
」
の
創
造
に
向
っ
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
農　

業
】

　

農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
が
人
口
減
少
や

自
然
災
害
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

外
食
需
要
縮
小
な
ど
一
層
厳
し
さ
を
増

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

豪
雨
で
被
災
し
た
農
家
の
営
農
再
開

に
向
け
て
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復

旧
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種

事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
地
場
産
品
の

競
争
力
強
化
、
生
産
基
盤
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
強
い
農
林
業
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
法
人
経
営
、
集
落
営
農
、
新
規

令
和
３
年
度　

施
政
方
針
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就
農
な
ど
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確

保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
独
自
の

担
い
手
支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
15
名
の
方
が
事
業
に
取
り
組
み
、

若
者
を
錦
町
に
定
住
さ
せ
る
一
助
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
事
業
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
若
い
方

の
就
農
へ
の
踏
み
切
り
及
び
定
着
を
後

押
し
す
る
た
め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【
畜　

産
】

　

引
き
続
き
和
牛
子
牛
の
価
格
は
弱
含

み
な
が
ら
も
高
値
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
協
力

し
て
、
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
、
低
コ

ス
ト
で
高
品
質
な
子
牛
生
産
に
努
め
る

と
と
も
に
、
優
良
子
牛
の
自
家
保
留
牛

助
成
事
業
や
肥
育
素
牛
導
入
事
業
等
、

飼
養
頭
数
の
増
頭
及
び
優
良
牛
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
国
の
施

策
も
活
用
し
な
が
ら
、

畜
産
農
家
の
育
成
と
経

営
の
安
定
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
林　

業
】

　

７
月
豪
雨
は
、
林

道
へ
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
林
道
は
、
森
林
を
健
全
な
状
態
で

維
持
・
管
理
し
、
森
林
か
ら
の
様
々
な

恩
恵
を
私
た
ち
の
生
活
の
場
に
運
ぶ
た

め
の
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

早
期
の
復
旧
を
進
め
る
と
と
も
に
、

森
林
組
合
と
連
携
の
も
と
森
林
資
源
の

適
切
な
保
全
及
び
森
林
が
持
つ
多
面
的

機
能
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
商
工
業
】

　

新
た
に
商
工
業
後

継
者
支
援
制
度
を

創
設
し
後
継
者
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
起
業
者
等
に
対
す
る
補
助
や
商
品

券
発
行
事
業
の
助
成
等
を
継
続
し
、
活

性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】

　

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
移
転
、
錦
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
支
援
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
誘
致
に
向

け
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
移
住
定
住
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
じ
て
周

知
を
図
る
と
と
も

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
り
町
の
魅
力
発

信
等
行
い
な
が
ら
、
関
係
人
口
創
出
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

　

今
年
度
も
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が

ら
寄
附
額
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
観　

光
】

　

人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
が
３
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
周
辺

の
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
の

で
、
修
学
旅
行
及
び
団
体
旅
行
を
招
へ

い
し
、
平
和
に
つ
い
て
の
学
び
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
、
観

光
拠
点
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
少
子
化
対
策
】

　

全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化
は
、
医

療
や
介
護
、
年
金
と
い
っ
た
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
て
い
く
う

え
で
、
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
町
で
も
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
は
最
も
重
要
な
行
政
課
題
で
あ

り
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
現
物
給

付
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
副
食
費
の
無
償
化
等
を
継
続
し
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
錦
町
結

婚
新
生
活
支
援
事

業
」
は
、
年
齢
や
所
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得
要
件
の
緩
和
及
び
補
助
上
限
額
の
引

上
げ
を
行
い
ま
す
。
子
宝
祝
い
金
制
度

は
第
１
子
か
ら
増
額

し
、
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　

「
錦
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
等
に
基

づ
き
、
地
元
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
高
齢
者
施
策
】

　

基
幹
型
介
護
予
防
拠

点
施
設
「
ひ
だ
ま
り

館
」
を
活
用
し
た
介
護

予
防
教
室
及
び
地
域
で

の
通
い
の
場
を
充
実
さ

せ
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
健
康
の
保
持
増
進
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
は
冒
頭
述
べ
た
と
お
り
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
体
制
が
整
い
次

第
、
接
種
で
き
る
よ
う
現
在
準
備
を
進

め
て
い
る
所
で
す
。
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
日
が
、
１
日
で
も
早
く

訪
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
町
の
国
保
医
療
費
及
び
介
護
費
用

は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
要
因
は
、
生
活
習
慣
病
の
重

症
化
に
因
る
入
院
費
等
の
増
に
よ
る
も

の
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・

予
防
に
は
「
健
診
」
が
重
要
で
あ
り
、

健
診
を
継
続
的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
「
健
康
の
保
持
増
進
の
第
一
歩
」

と
考
え
ま
す
。

　

休
日
健
診
や
施
設
健

診
な
ど
健
診
機
会
の
拡

充
や
、
中
学
生
健
診
・

19
歳
か
ら
の
基
本
健
診

の
取
組
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
「
健

康
づ
く
り
日
本
一
の
町
」
宣
言
に
基
づ

き
、
町
民
の
健
康
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
ご
み
環
境
対
策
】

　

ご
み
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
排
出
抑
制
と
資

源
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
人
吉
球
磨
地
域
が
一
体
と
な

り
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
ご
み
処
理
に
か

か
る
経
費
を
削
減
す
る
た
め
、
生
ご
み

の
水
切
り
徹
底
や
ご
み
分
別
の
徹
底
・

向
上
な
ど
住
民
啓
発
を
図
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
補
助
金
の
増
額
を
行
い
、
資
源
物

の
再
資
源
化
を
推
進
し
な
が
ら
環
境
へ

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
振
興
】

　

子
ど
も
は
未
来
を
担

う
地
域
の
宝
で
あ
り
、

地
域
創
生
の
活
力
の
源

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
切
に
ま
た
逞
し
く
育
て
る
た
め
、
外

国
語
教
育
と
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
中
学
生
を
対
象

に
英
語
検
定
補
助
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
、
小
学
生
に
対
し

て
も
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
外
国
語

指
導
助
手
を
３
人

体
制
に
し
、
日
常

会
話
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
、

継
続
し
て
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
昨
年
度
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
事
業
に
お
き
ま
し
て
１
人
１
台
の
整

備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層

の
活
用
を
図
り
子
ど
も
達
の
学
力
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
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た
給
食
費
補
助
や
就
学
援
助
費
助
成
な

ど
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

通
り
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
振
興
】

　

町
民
す
べ
て
が
「
人
の
和
を
大
切
に

し
、
老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
、
若
人
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
町
」

を
目
指
し
て
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
な

が
ら
、
人
権
教
育
の
充
実
と
更
な
る
啓

発
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

町
図
書
館
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
車
両

を
更
新
し
移
動
図
書
の

更
な
る
利
用
啓
発
に
努

め
、
今
後
も
読
書
量
日
本
一
の
町
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や

少
子
化
に
伴
い
、
近
年
参
加
が
難
し
い

分
館
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
町
民
体
育

祭
を
は
じ
め
町
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行

事
を
工
夫
改
善
し
な
が
ら
、
地
域
の
連

携
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
】

　

今
後
と
も
災
害
時
の
的
確
な
避
難
行

動
等
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
行
動
が

出
来
る
よ
う
、
消
防
本
部
・
消
防
団
・

自
主
防
災
組
織
等
、
関
係
機
関
と
の
よ

り
一
層
の
連
携
を
図
り
、
災
害
時
に
お

け
る
緊
密
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
の
減
少
に

伴
い
入
団
す
る
若
年
層
の
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
現
実
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
機
能
別
消
防
団
員
・
女
性
消
防

団
員
の
募
集
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

機
能
を
強
化

す
る
た
め
の

方
策
を
検
討

し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
毎
年
各
区
よ
り

要
望
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

整
備
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
資
本
の
整
備
】

　

ま
ず
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
町
内
各
所
に
被
害
が
発
生
し
、
河

川
や
道
路
な
ど
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い

箇
所
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
日
で
も
早
く
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
早
急
な
復
旧
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
独
立
採
算
の

原
則
に
基
づ
き
合
理
的
か
つ
持
続
可
能

な
経
営
を
図
る
た
め
、
水
道
事
業
会
計

に
移
行
し
た
平
成
29
年
以
来
、
実
施
し

て
こ
な
か
っ
た
料
金
改
定
に
つ
い
て
、

消
費
税
の
改
定
も
含
め
た
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
安
定
的
な
経
営
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
区
域
内
に
お
い
て
は
、

水
道
事
業
会
計
と
併
せ
て
料
金
改
定
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
水
量
制
の
導
入

も
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。
下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
経
営

安
定
化
の
た
め
の
企
業
会
計
の
導
入
も

検
討
し
な
が
ら
、
体
制
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
区
域
外
に
お
い
て
は
浄

化
槽
設
置
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
い
、
生
活
排
水
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
建
築
年
数
が

経
過
し
て
い
る
住
宅
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
、
本

年
度
も
指
杉
団
地
の
外
壁
改
修
工
事
を

実
施
し
、
居
住
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

居
住
環
境
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て

お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
整
備
効
果

を
検
証
し
つ
つ
事
業
を

計
画
的
・
効
率
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
近
接
目
視
に
よ

る
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
補
修
・
修
繕

を
計
画
的
に
行
い
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



実証実験に御協力ください！

ＡＩ総合案内サービス（実証実験）について

問合せ　　総務課　行政係　　☎ ３８－1111

　錦町では、ＡＩを用いた「ＡＩ総合案内サービス」の実証実験を行っています。
　このサービスは、パソコンやスマートフォンなどからの文字入力にＡＩが会話形式で応答し、ＡＩによる
説明や、必要に応じて関係するホームページや連絡先を案内することで、必要とする情報を２４時間提供す
るものです。

○実証実験期間
　令和３年３月１日～同年５月３１日
○対象分野
　妊娠・出産、子育て、ゴミ、戸籍・住民票、税、福祉、防災 など
○利用方法 　下記のどちらか。
　１.錦町ホームページ（ http://www.nishiki-machi.com ）の右上にあるバナーをクリック。 

２.ＱＲコードを読み取る。

ココ
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後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

・７５歳以上の方（７５歳の誕生日から自動的に加入）
・６５歳から７５歳未満の方で一定の障がいがある方は申請し、広域連合の認定を受けた日から加入

・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

※１　「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が55万円超または年金収入が110万円超（65歳以上の
　　　場合。65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の方の合計人数です。

※２　均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になりま
　　　す。また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。

後期高齢者の健康診査
病気を未然に防ぐため、また、病気を早い段階で発見して治療できるよう、年に１回
は「健康診査」を受けましょう！

＝ +
保険料額
（年額）

※年額64万円が上限です

均 等 割 額
（被保険者１人当たり）

50,600円

所 得 割 額
総所得金額等－43万円※

　　　　　　　（基礎控除）
×

所得割率9.95％

◆保険料の均等割額の軽減　　≪軽減割合の一部が変更に≫
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等（※２）の合計額が

43万円 ＋ 10万円×(給与・年金所得者の数（※１）－１)
を超えない世帯

43万円 ＋ 28万5千円×世帯の被保険者数 ＋ 10万円
×(給与・年金所得者の数（※１）－１)を超えない世帯

43万円 ＋ 52万円×世帯の被保険者数 ＋ 10万円
×(給与・年金所得者の数（※１）－１)を超えない世帯

保険料の均等割額を２割軽減

保険料の均等割額を５割軽減

保険料の均等割額を７割軽減

問合せ　　健康保険課　　☎ ３８－1113

後期高齢者医療制度の対象となる方

令和2・3年度の保険料率

所得が低い方の軽減
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基本目標１　生涯現役社会の実現と自立支援、健康づくりの推進 
基本目標２　認知症になっても安心して暮らせる体制の構築 
基本目標３　在宅でも安心して暮らせるための医療と介護の連携・在宅医療基盤の充実 
基本目標４　住民の希望、地域の実情に応じた 多様な住まい・サービス基盤の整備・活用  
基本目標５　多様な介護人材の確保・定着や介護サービスの質の確保・向上

段階 収入要件
負担
割合

令和3～5年度 令和2年度
との比較

月額 年額 年額

+1,080

+1,800

+2,520

+3,240

+3,600

+4,320

+4,680

+5,400

+6,120

1,680

2,800

3,920

5,040

5,600

6,720

7,280

8,400

9,520

0.3

0.5

0.7

0.9

1.0

1.2

1.3

1.5

1.7

本人の年金収入等 80万円以下 又は生活保護

本人の年金収入等 80万円超　120万以下

本人の年金収入等 120万超

本人の年金収入等 80万円以下

本人の年金収入等 80万円超

本人の合計所得 120万円未満

本人の合計所得 120万円以上　210万円未満

本人の合計所得 210万円以上　320万円未満

本人の合計所得 320万円以上

第１段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階（基準額）

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

20,160

33,600

47,040

60,480

67,200

80,640

87,360

100,800

114,240

（第1～3段階は
　軽減措置あり）

課税状況

世帯

非課税

課税

非課税

非課税

非課税

課税

課税

課税

課税

本人

６５歳以上（第１号被保険者）の方へ ～ 介護保険料が変わります

第
８
期
錦
町
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

～基本理念 「どぎゃんな」「だんだんなぁ」やさしいまちづくり～

　令和3（2021）年度から令和5（2023）年
度までを対象とした「第８期錦町高齢者福祉
計画・介護保険事業計画」を策定しました。 
　介護保険制度では、国の施策を反映した計
画を３年を１期として策定することになって
おり、併せて介護保険料も改定され、令和３
年度はその見直しの年です。今回策定した計
画では、利用者の増加や介護給付費の自然増
を見込み、介護保険事業費は、３年間で32
億1219万円、第７期と比べ、１億7695万円
の増加となる見込みです。 
　介護保険の財源は国・県・町の負担金（公
費）50％と、第２号保険者（40歳～64歳）
が27％、第１号保険者（65歳以上）が23％
を負担する介護保険料で賄われています。介
護サービスの必要量、高齢者数、要介護（支
援）認定者数などに応じて算定され、令和３

年度から令和５年度までの保険料の基準額
は、月額で前期の5,300円から６％の増で
5,600円、年額にして3,600円の引き上げと
なりました。所得段階別の介護保険料につい
ては下表のとおりです。 
　また、今回、引き上げとなった主な要因
は、次のとおりです。 

●要介護認定者数の増加
●要介護認定者の増加による介護サービス費
　の増加

●介護報酬改定による影響（Ｒ3年度の報酬
　改定率は ＋0.7%を予定）
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「
ど
ぎ
ゃ
ん
な
」「
だ
ん
だ
ん
な
ぁ
」や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
で
介
護
保
険
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う

問合せ　　健康保険課　　☎ ３８－1113

　

今
回
の
介
護
保
険
料
の
改
定
に
よ
る
引
き
上
げ
の
主
な
要

因
は
、
国
が
示
す
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
る
も
の
で

す
。
第
７
期
計
画
期
間
（
平
成
30
年
度
〜
令
和
２
年
度
）
に

お
い
て
は
、
錦
町
の
介
護
保
険
事
業
費
は
、
ほ
ぼ
計
画
値
で

推
移
し
ま
し
た
。
熊
本
県
の
平
均
保
険
料
が
６
２
０
０
円
を

超
え
る
中
で
、
錦
町
は
、
５
６
０
０
円
で
引
き
上
げ
も
少
額

で
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
意
識
が
高
く
、
家
族
の

介
護
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
も
地
区
サ
ロ
ン

が
活
発
な
こ
と
、
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
通
い

の
場
で
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
取
り
組
む
地
域
が
増

え
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
介
護
保
険
の
理
念
で
あ
る
「
自

立
支
援
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
普
段
の
生
活
の
中
に
「
地
域

の
支
え
あ
い
体
制
」
や
「
健
康
意
識
や
介
護
予
防
に
対
す
る

意
識
」
が
す
で
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
確
実
に
高
齢
化
は
進
み
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

も
多
く
な
り
、
認
知
症
や
閉
じ
こ
も
り
高
齢
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
も

増
え
て
い
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
増
え
る
と
介
護
保

険
料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
「
高
齢
化

の
進
行
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
い
か
に
抑
え
て
い
く

か
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
で
の
「
健
康
づ
く
り
」
、
「
介
護
予
防
」
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
町
で
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
21
の
分
館
27
カ
所
の

地
域
に
お
い
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
体
操
後
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
茶
話
会
、
ゲ
ー
ム
を
行
う
な
ど
、
体
操
で
集
ま
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
区
の
サ
ロ
ン
や
地
域
の
縁
が
わ
事
業
が
な
い
地
域
に
お

い
て
は
、
高
齢
者
の
方
に
「
ど
ぎ
ゃ
ん
な
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
少
な
い
人
数
か
ら
で
も
集
ま
っ
て
ま
ず
は
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
を
行
い
、
そ
の
後
は
し
ゃ
べ
っ
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
て
「
だ
ん
だ
ん
な
ぁ
」
と
言
っ
て
笑
っ
て
帰
っ

て
い
た
だ
く
「
我
が
地
域
の
介
護
予
防
事
業
」
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
取
り
組
み
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
社
会
保

障
費
を
抑
え
、
介
護
保
険
制

度
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
元
気
に
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
、
自
分
の
住
み
慣
れ
た

地
域
で
家
族
や
近
所
の
人
た

ち
と
い
つ
ま
で
も
元
気
に
笑

顔
で
暮
ら
す
こ
と
で
す
。
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固定資産税の縦覧制度及び固定資産課税台帳（名寄帳）の
閲覧制度をご利用ください
【縦覧制度】
　納税者の方（免税点未満で課税されない人を除く）が自己の固定資産の評価額が適正かどうかを客観的に
判断するために、土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿を縦覧することで、他の資産の評価額と比
較できる制度です。
≪記載内容≫
　・土地価格等縦覧帳簿（ 所在、地目、地積、価格）
　・家屋価格等縦覧帳簿（ 所在、家屋番号、種類、構造、建築年、床面積、価格）
≪縦覧期間≫
　令和3年4月1日から5月31日(第1期の納期限)まで（土曜日・日曜日、祝日を除く）
≪縦覧場所及び縦覧時間≫
　錦町役場税務課　　午前8時30分から午後5時15分まで　　
≪縦覧できる人≫
　錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定資産税の納税者、納税者の委任を受けた方（委任状
　が必要）、納税管理人
≪縦覧の際お持ちいただくもの≫ 
　申請者の本人確認ができる身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）
　※申請者が代理人の場合は、委任状
　※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録印を押した委任状
≪縦覧手数料≫
　無料

【閲覧制度】
　納税義務者の方は、固定資産課税台帳（名寄帳）のうち、自己の資産について記載された部分を確認する
ことができます。また、借地・借家人は、借地・借家対象資産について、固定資産課税台帳（名寄帳）の閲
覧ができます。
≪閲覧期間≫
　通年（土曜日・日曜日、祝日を除く）
≪縦覧場所及び縦覧時間≫
　錦町役場税務課　　午前8時30分から午後5時15分まで
≪閲覧できる人≫
　錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定資産税の納税者、納税者の委任を受けた方（委任状
　が必要）、納税管理人、借地・借家人
≪閲覧の際お持ちいただくもの≫
　申請者の本人確認ができる身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）
　※申請者が代理人の場合は、委任状
　※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録印を押した委任状
　※申請者が借地・借家人の場合は、権利関係・権利対象物件のわかる賃貸借契約書など
≪閲覧手数料≫
　1件300円（ただし、縦覧期間中は無料）

問合せ　　税務課　　☎ ３８－１１１４
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※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へお問い合わせください。ごみ搬入量について

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移
※資源物を除く

260

240

220

200

180

160

140

120
1月 2月12月

単位：トン　

令和元年度
令和２年度

232.7

197.4

162.2

236

194.9

174.3

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

錦町のごみ搬入量は年々増加しています。ごみ減量化のため、
プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別の徹底と生ごみ
の水切り徹底にご協力をお願いします。

令和３年度　犬の登録及び狂犬病予防注射について
　狂犬病予防法に基づいて品種、室内飼い等の区別なく生後91日以上の全ての飼い犬は、生涯1回の登録と
年1回の狂犬病予防接種が義務付けられています。
　町では、各行政区を巡回して犬の登録手続と狂犬病集合予防注射を行います。犬を登録済みの方へは、狂
犬病集合予防注射案内を送付しています。初めて犬を登録される方は、実施時間と場所を町のホームページ
で確認していただくか役場住民福祉課（℡38-1112）にお問い合わせください。
　なお、動物病院でも狂犬病予防注射を接種することができます。料金につきましては各病院にお問い合わ
せください。（※動物病院で犬の登録や狂犬病予防注射を受けた場合は、犬の登録手数料、狂犬病
予防注射料及び注射済票交付手数料を動物病院でお支払いください。）

ޞߔ߹ߒ㗿߅ࠍዯߩᄌᦝޝ
٤�㘺߇‹ᱫ߈ߣߚߒ
߈ߣߚߞࠊᄌ߇ᚲ⠪ߩ‹�٤
߈ߣߚߞࠊᄌ߇ᚲߩ‹�٤
٤�㘺ਥߩᚲ߇ᄌ߈ߣߚߞࠊ

≪実施日≫

≪料金≫
　　　犬登録手数料　3,000円（新規登録年度のみ。次年度からは不要です。）
　　　予防注射料　　3,300円（注射済票交付手数料500円が含まれています。）
≪注意≫
　　登録又は注射等をしていない犬を飼養していた場合、20万円以下の罰金に処せられます。
　　※狂犬病は、発病すると治療法がなく、ほぼ100%死に至るという恐ろしい人畜共通感染症です。
　　　毎年必ず飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせましょう。

４月 ５月

プラスチック製容器包装の分別
右の「プラ」マークが表示されているものを
出しましょう。プラ以外のものを混入しない
でください。洗っても汚れが落ちないものは
燃えるごみへ。指定袋以外の透明・半透明の
袋に出してください。 
ゴミの減量にご協力をお願いします。　　

木上地区：13日(火)
一武地区：14日(水)
西 地 区：15日(木)

木上地区・一武地区(14~17区)：10日(月)
西地区・一武地区(9~13区)：11日(火)
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「田んぼダム」の実験事業を始めます！
「田んぼダム」とは、田んぼがもともと持っている水を貯める機能を利用し、大雨が降った時に田ん
ぼに一時的に雨水を貯めることで、下流の洪水被害を軽減する取組です。
　農家の皆さんのご協力のもと、田んぼの排水口に専用のせき板を取り付けるだけで取り組むことが
でき、より多くの田んぼで取り組むことで効果を発揮します。
　県では、市町村と連携し、まず令和３年度から２年間、モデル地区で「田んぼダム」に実験的に取
り組み、その効果検証を行います。その後、人吉・球磨地域の多くの水田に「田んぼダム」が普及す
ることを目指しています。

■問い合わせ
　錦町役場農林振興課　☎0966-38-4948
　熊本県農林水産部農村振興局農村計画課　☎096-333-2406

25cm程度 10cm程度

【田んぼダムの場合】 【通常の水田の場合】

【通常のせき板】【田んぼダム専用のせき板】
流れる量が
少ない

流れる量が
多い

サイズ（タテ×ヨコ）は
２パターン
①60ｍｍ×80ｍｍ
②60ｍｍ×170ｍｍ
掲載料・回数・位置など詳しくは企画観光課ま
でお問い合わせください。
　 　   ☎  0 9 6 6 -3 8 - 4 419

「広報にしき」に
有料広告を掲載しませんか？

170 ㎜

60 ㎜80 ㎜
❶

❷

有料広告欄

地域を
守る
取組です
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　　問合せ　健康保険課　  ☎３８‒１１１3

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

４月は国民健康保険税・介護保険料の納期です！
納　期　限【４月３０日（金）】
口座振替日【４月２６日（月）】

確定申告期限・納付期限が延長されました
　令和２年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告期限及び納付期限が下記のとおり延長され、こ
れに伴い振替納税日も全国一律で延長されました。
　※役場での申告相談は、3月15日（月）で終了しています。
　確定申告会場については、レイアウト・運営方法を昨年とは大幅に見直しており、換気・消毒・距
離確保といった感染症対策や時間指定の入場整理券の導入等により三密回避を徹底した環境整備を進
めております。また、申告や相談に当たっては、ご自宅等からもｅ－Ｔａｘや電話相談・チャットボッ
トをご利用いただけますので、感染症対策の観点からもぜひご利用ください。

　詳しくは、国税庁ホームページ(https://www.nta.go.jp/)をご覧いただくか、最寄りの税務署にお
尋ねください。
　人吉税務署（電話２３－２３１１）※自動音声案内

○ 申告期限・納付期限
　　　 税　目
申告所得税
個人事業者の消費税
贈与税

　　　 当　初
令和３年３月15日(月)
令和３年３月31日(水)
令和３年３月15日(月)

延　長　後

令和３年４月15日(木)

○ 振替日
　　　 税　目
申告所得税
個人事業者の消費税

　　　 当　初
令和３年４月19日(月)
令和３年４月23日(金)

延　長　後
令和３年５月31日(月)
令和３年５月24日(月)

交際費執行状況表（2 月分）
  支払日　                       　　件　　　　名                                   　金　額 　     　　相 手 先
町長

議長

2月17日
2月24日
2月17日

多良木町長選挙当選に伴うお樽
職員採用試験に伴う試験官へのお礼（黒ホルモン・ハム：3人分）
多良木町長選挙当選に伴うお樽

4,950円
6,750円
4,950円

吉瀬浩一郎後援会事務所
試験官
吉瀬浩一郎後援会事務所

【マイナンバーカード休日窓口を開設します】
　マイナンバーの受け取りは原則ご本人に来庁していただく必要がありますが、開庁日（平日の午前8時30分～
午後5時15分）の間に受け取りに来ることができない方のために、以下のとおり窓口を開設します。

　　マイナンバーカードの申請・受け取り、電子証明の更新を受け付けます。
　　　○開設場所：住民福祉課（役場１階）
　　　○開設日時：令和3年4月11日（日）午前8時30分～正午
　　　○問い合わせ先：０９６６－３８－１１１２

開設します。
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

令
和
3
年
度

狩
猟
免
許
試
験
・
更
新

〜
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

【
免
許
試
験
の
実
施
時
期
】

　

令
和
3
年
6
月
か
ら
令
和
4
年
1

月
ま
で
に
6
回
程
度
の
狩
猟
免
許
試

験
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
免
許
更
新
の
実
施
時
期
】

　

令
和
3
年
6
月
か
ら
9
月
ま
で
に

免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
等
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
の
免
許
更
新
の
対
象

者
は
、
「
有
効
期
間
が
平
成
33
年
9

月
14
日
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
狩
猟

免
状
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
に
な
り

ま
す
。

※
具
体
的
な
日
程
等
は
、
5
月
上
旬

を
目
途
に
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊

本
県
自
然
保
護
課
、
又
は
最
寄
り
の

広
域
本
部
地
域
振
興
局
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
自
然
保
護
課
　
野
生
鳥

獣
班

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
7
5

（
直
通
）

問
＝
熊
本
県
広
域
本
部
球
磨
地
域
振

興
局
　
森
林
保
全
課

☎
2
4
ー
4
1
9
0
（
直
通
）

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

毎
年
、
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め

る
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で

す
。

　

日
本
で
は
、
4
月
2
日
〜
8
日
を

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
し
て
、

全
国
各
地
で
発
達
障
が
い
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
様
々
な
啓
発
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
、
A
D
H
D
、
限
局
性
学
習

症
な
ど
）
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
脳
機

能
の
障
が
い
で
、
物
事
の
認
知
の
仕

方
や
学
び
方
に
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
周
囲
の
理
解
や
特
性
に
配
慮
し

た
支
援
・
環
境
の
工
夫
で
、
持
っ
て

い
る
力
を
十
分
に
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

障
が
い
に
つ
い
て
、
正
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
支
援
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を

認
め
合
い
、
支
え
あ
え
る
社
会
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支

援
セ
ン
タ
ー
わ
る
つ

☎
0
9
6
5
ー
6
2
ー
8
8
3
9

c
0
9
6
5
ー
3
2
ー
8
9
5
1

6W
a-roots@

seiryu-hikaw
a.comミ

ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が

始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す
る
時

期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る

と
き
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
に
よ
る

危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養

蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
の
情
報
を
事
前
に
交
換
す
る
と
と

も
に
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が

か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

問
＝
熊
本
県
農
林
水
産
部
農
業
技
術

課☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
畜
産
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
0
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
　
農
業
普

及
・
振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

蔓
延
防
止
に
つ
い
て

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
（
も
と
ぐ
さ

れ
）
病
は
、
茎
の
変
色
、
い
も
の
腐

敗
な
ど
を
引
き
起
こ
す
病
害
で
、
昨

年
県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
は
定
植

を
迎
え
ま
す
。
病
気
を
防
ぐ
た
め

に
、
健
全
な
種
い
も
・
苗
の
使
用
、

土
壌
及
び
種
い
も
・
苗
の
消
毒
、
排

水
対
策
等
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
発

生
し
た
場
合
は
、
発
病
株
を
ほ
場
の

外
に
出
し
、
発
生
箇
所
に
登
録
薬
剤

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
熊
本
県
農
業
技
術
課
　

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
　
農
業
普

及
・
振
興
課
　

☎
2
4
ー
4
1
1
7

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
度
協
会
け
ん
ぽ
熊
本
支

部
の
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護
保
険

料
率
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
健
康
保
険
料
率
】

　

令
和
3
年
2
月
分
（
3
月
納
付

分
）
ま
で
10
．
33
％
⬇
令
和
3
年
3

月
分
（
4
月
納
付
分
）
か
ら
10
．

29
％

【
介
護
保
険
料
率
】

令
和
3
年
2
月
分
（
3
月
納
付
分
）

ま
で
1
．
79
％
⬇
令
和
3
年
分
（
4

月
納
付
分
）
1
．
80
％

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
、
全

国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

険
料
額
等
に
つ
い
て
は
、
ご
加
入
の

健
康
保
険
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

『
司
法
書
士
に
よ
る
不
動
産
の

賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
な
ん
で
も

相
談
会（
無
料
）』開
催

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、

市
民
の
方
々
に
起
こ
り
う
る
不
動
産

賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

情
報
の
広
場

（
直
通
）

1
7

18広報錦  2021 年 4 月号



申 =申し込み先 問=問い合わせ先

募
　
集

　

「
ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
が
敷
金

が
返
還
さ
れ
な
い
」
「
原
状
回
復
費

用
と
し
て
お
金
を
請
求
さ
れ
て
い

る
」
「
不
動
産
を
賃
貸
し
て
い
る

が
、
借
主
が
賃
料
を
支
払
わ
な
い
、

出
て
行
っ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
不

動
産
賃
貸
借
契
約
に
関
す
る
法
律
上

の
問
題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

日
時
：
4
月
3
日
（
土
）

10
時
〜
16
時

【
面
接
相
談
（
予
約
制
）
】

場
所
：
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
2
階

【
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）
】

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
0
8
0
0

※
当
日
の
み
専
用
番
号

問
・
予
約
＝
司
法
書
士
磯
﨑
耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

「
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
」

の
ご
案
内

　

出
向
に
よ
り
労
働
者
の
雇
用
維
持

に
取
り
組
ま
れ
る
事
業
主
を
支
援
す

る
た
め
、
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
活
動
の
一
時
的
な

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主

が
、
在
籍
型
出
向
に
よ
り
労
働
者
の

雇
用
を
維
持
す
る
場
合
、
出
向
元
と

出
向
先
の
双
方
の
事
業
主
に
対
し

て
、
そ
の
出
向
に
要
し
た
賃
金
や
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
「
産
業
雇
用
安
定
助

成
金
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
に
関
す
る
こ
と
】

問
＝
熊
本
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
0
9
6
ー
2
1
1
ー
1
7
0
4

【
出
向
の
受
入
れ
・
送
出
し
に
関
す

る
こ
と
】

問
＝
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
熊
本

事
務
所

☎
0
9
6
ー
3
5
9
ー
3
5
2
6

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

受
講
生
を
募
集
中
で
す

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
す
が
、

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
を
学
ぶ
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

入
学
資
格
：
人
吉
球
磨
に
居
住
し
て

い
る
60
歳
以
上
の
方
（
50
歳
以
上
で

も
可
）

講
座
内
容
：
地
域
の
歴
史
及
び
文

化
・
健
康
づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
そ
の
他

日
時
：
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
月
曜

日　

13
時
〜
15
時

※
6
月
入
学
式
予
定

場
所
：
中
小
企
業
大
学
人
吉
校　

他

定
員
：
1
0
0
名
程
度

受
講
料
：
年
額

6
千
円
（
2
回
分

割
）
入
学
金
千
円

申
込
み
方
法
：
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
方
法
（
電

話
等
）
を
記
入
し
、
4
月
20
日
ま
で

に
郵
送

問・申
＝
〒
8
6
8
㿌
0
0
2
4

人
吉
市
鶴
田
町
1
6
　
米
津
方

さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

☎
2
2
ー
4
4
7
7

錦町子宝祝い金制度が変わります！

問合せ先　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

　錦町における出生児の増加と少子化の抑制を目的として支給している錦町子宝祝い金制度が改正
され、令和３年４月１日以降に出産された方（または出生児の養育者）には以下の祝い金が支給
されます。
　　
　　＜これまで＞　　　　　　　　　　　　　　　　＜改正＞
　　　第１子・第２子　１０万円　　　　　　　　　　第１子　　　１５万円
　　　第３子　　　　　１５万円　　　　→　　　　　第２子　　　２０万円
　　　第４子　　　　　２０万円　　　　　　　　　　第３子以降　２５万円
　　　第５子以降　　　２５万円

　対象となる方は、錦町住民基本台帳に１年以上記録され、出産後引き続き１年以上錦町に住所を
有する見込みの方です。また、町税等の納付状況について審査があります。
　申請期間は、出産から１年以内です。
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説明会の様子

問合せ　　企画観光課　　☎ 38－4419

ɹ͜Μʹͪɻ�݄ͷ͞פࠓҰ൪ͷ͞͠ݫΛه͠·͕ͨ͠ɺ�݄ʹೖΓɺஆ͔͍

ଟ͘ͳΓ·ͨ͠ɻօ͞·͍͔͕͓ա͝͠Ͱ͠ΐ͏͔ɻ

ɹͯ͞ɺொͰɺ৽ܕίϩφΠϧεײછʹ͏৽͍͠ੜ༷ࣜ׆ͷରԠࢧԉͱ͠

ͯɺ௨৴ൢചΛ׆༻ͨ͠࢈ग़ՙͷࢧԉۀࣄʹऔΓΜͰ͓Γɺࡢ��݄ʹઆ໌

ձΛ։࠵ɻ͜ͷۀࣄɺ࢈௨৴ൢചͰશࠃγΣΞɾφϯόʔ�ͷେख࢈αΠτ

ʮ৯νϣΫʯʹ࢈Λग़͢ΔͷͰɺொͷ༠கۀاͰ͋ΔʢגʣΩϟοϓυΡۋ

ΦϑΟε͕Ոͷօ͞Μͷग़खଓ͖ͳͲΛશ໘తʹαϙʔτ͍ͯ͠·͕͢ɺͪͨࢲ

Ҭ͓͜͠ୂྗڠ͓ख͍͍͍͍ͤͯͨͩͯ͞·͢ɻ

ɹʮ৯νϣΫʯɺ֤Ո͕͓ͯͬ࣋ΒΕΔʮ͍ʯʮͩ͜ΘΓʯΛॏͯ͠ࢹɺ

ຊશࠃͷফඅऀͱੜऀ࢈Λ͗ܨ·͢ɻ

�݄��ʹɺۀࣄͷࢀՃΛر͞ΕͨํΛରʹʮ৯νϣΫʯͷग़ਃͷ

ํ๏ਃʹ͋ͨͬͯͷཹҙ߲ࣄΛઆ໌͠·ͨ͠ɻ

ɹࢀՃऀ��ਓɻॳΊͯͷऔΓΈͱͳΔͨΊɺʮൃૹ༻ͷμϯϘʔϧശͷ֬อʹ

͍ͭͯʯʮૹྉෛ୲ֹʹ͍ͭͯʯͳͲͷ۩ମతͳ࣭͕͋Γ·ͨ͠ɻࣄ͔ہΒͷஸ

ೡͳճͰɺօ͞Μɺ҆৺͞ΕͨΑ͏Ͱͨ͠ɻ

ɹޙࠓɺୂྗڠͪͨࢲՄͳݶΓαϙʔτ͠·͢ͷͰɺͲ͏ͧΑΖ͓͍͘͠ئக

͠·͢ɻͳ͓ɺઆ໌ձʹࢀՃ͞Ε͍ͯͳ͍ํɺ·ͩ·ͩؒʹ߹͍·͢ɻڵຯ͕͋Δํ

ɺΩϟοϓυΡۋΦϑΟεʢबۀηϯλʔ̎֊ʣ͓ͨͣͶ͍ͩ͘͞ɻ

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　　　　　　　　福岡 幸博

普段は人吉海軍航空基地資料館（ひみつ基地ミュージアム☎２８－８０８０）に勤務しています。
戦前・戦時中・戦後の出版物、戦争にまつわる物などありましたら、ご連絡ください。

問合せ　　企画観光課　　☎ 38－4419
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錦町図書館だより

࿑
ᦠ
㙚
㮞
㯜
㯁

㭽
㮝
⍮
㯜
㮮

新 刊 おすすめの本
           一般書書名        著　者          　　 児童書書名               　　  　　　　著　者

みがわり 
オードリー・タン自由への手紙 
元女子高生、パパになる 
教育委員会が本気出したらスゴかった。 
民藝と手仕事 
かゆみをなくすための正しい知識 
球磨・人吉の昭和 

青山七恵
オードリー・タン
杉山文野
佐藤明彦

順天堂かゆみ研究センター

オレ、ねたくないからねない
金の鍵
美術ってなあに？
新型コロナウイルスハンドバッグ
街角図鑑
だんめん図鑑
さわって学べるプログラミング図鑑

デヴ・ペティ
ジョージ・マクドナルド
スージー・ホッジ
岡田晴恵
三土たつお
断面マン

৻⥸ᦠ ఽ┬ᦠ

わたしが消える
佐野広実  
講談社

ぞうくん　
かいぞくになる
セシル・ジョスリン
出版ワークス

元刑事の藤巻は、交通事故に遭い、自分に軽
度認知障がいの症状が出ていたことを知り愕
然とする。途方に暮れる藤巻に、娘が相談を
持ちかけてくる。娘が介護実習で通っている施
設に、身元不明の老人がいて意思の疎通がで
きないという。これが最後の使命なのではな
いかと考えた藤巻は、老人の正体を突き止め
るため、一人で調査にのりだし、老人の過去に
隠されていた恐るべき真実に近づいていく。

スペインで、夏休みを過ごすぞうくん。お手伝い
のパメラさんから、宝の地図をもらいます。 
海賊の帽子をかぶり、短剣を腰にさげ、望遠鏡
をのぞきながら、宝探しに出かけます。  
さあ、宝物は見つかるのでしょうか。  
お手伝いのパメラさんが教えてくれるスペイン語
を、ぞうくんと一緒に楽しむことができます。 

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

㧩߆ࠎߖ߹ߺߒᭉޔ⧎߅ߢኅ߅
『絶景！さくら鉄道』
レイルウエイズグラフィック/著
北海道から沖縄まで、さくらと鉄道
の絶景スポットが満載！もちろん、
熊本の肥薩線、肥薩おれんじ鉄道
の絶景も掲載されています。

『美味しい櫻』
平出眞/編著
全国の桜スイーツ、フレンチや中華
にもなっちゃう桜レシピは必見で
す！桜の名所一覧や桜にまつわる
歴史や物語も掲載されています。

『じいじのさくら山』
松成真理子/作
じいじとさくら山へ行くのが、大
好きなちびすけ。ところが、じい
じが病気になり…。祖父と孫の
温かい交流を描いた、感動のお
話です。『ほんのり和風のお菓子』・『わたしの和菓子帳』

松

好

温
話

�  �ᣣ㧒ᧁ㧓ߪ
ભ㙚ᣣߔߢ

Ფ╙৻᳓ᦐᣣߪભ㙚ᣣߔߢ
㧒ᣣߩ႐วߪ⠉ᣣ߇ભ㙚ߔ߹ࠅߥߣ㧓
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婚活コーナー

出張年金相談予約制のご案内
【令和3年4月開催予定】

毎週月曜日　　 　　　　 　第 2・4 水曜日              　第 1・3 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  ９：３０～１７：００（人吉市東西コミュニティセンター）
  ※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター     多良木町役場

5日・12日・19日・26日 14日・28日　　　 7日・21日　

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３

受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３ 自動音声後、①→②を押してください。

◆ 2 月の報告 ◆

◆ 今後の予定 ◆

◆結婚相談員　専用メールアドレス◆ nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場 住民福祉課 住民係 ☎ 0966-38-1112

◇ご相談やお見合い・イベント参加に関するご質問など、お気軽に
　お問い合わせください。

◇　会員登録者のメールでのご相談　◇　親御様からのご相談（1名）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、面談とお見合いは一時中止しました。

◇　近隣町会員さんとの1対1お見合い　
◇　お見合い希望者の面談　
◇　お見合い・少人数交流会（お茶会や食事会）
※今後の予定は、中止や変更させていただく場合があります。ご了承ください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

ももくらぶや子育て広場は、楽しみながら子育てができるように、
親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に開設
しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

※ ご利用の際は、電話にて事前の予約をお願いいたします。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

きらきらコース

（一人で歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後 1 ヶ月から）

・身体測定
・季節の行事
・運動あそび
・親子制作あそび
・クッキング

・親子運動教室　（毎月第3水曜日・・・8月・１月を除く）
　講師は月毎に変わります
・ママとベビーのボディーケア　（偶数月の第2水曜日）
・貸し出し絵本と読み聞かせの会　（毎月第3木曜日）
・元気な身体を作る料理教室　（年4回予定）

※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での
　連絡をお願い致します。
・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作ること
　ができます。

　 　 　 1 2  

5 6 7 8 9 

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

広場

広場

広場

広場

昭和の日

広場

広場

広場

広場

広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前
ママとベビー
のボディケア
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　サークル
午後　×

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

● 4 月の子育て支援センター ● ももくらぶの活動
対 象 内 　 容

5日

8日

14日

15日

19日

21日

28日

親子あそび

身体測定

身体測定

足形アート

ママとベビーの

ボディ―ケア

貸し出し絵本と

読み聞かせの会

身体測定

親子あそび

身体測定

運動教室

身体測定

足形アート

ねんね

きらきら

２・３ヶ月児

全

ねんね

全

はいはい

子育てサークル ももくらぶ

子育て広場

（活動日の　10：00～12：00）

（開設日：月曜日～金曜日　時間：10：00～16：00）
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　「認知症」は、アルツハイマー型認知症が多くを占めています。このアルツハイマー型認知症は、
新型の生活習慣病といわれ、脳の神経細胞の周りにアミロイドβ（ベータ）たんぱくが大量にたまる
と起こります。
　予防するには、生活習慣病によってたまるアミロイドβを減らすことです。
　このアミロイドβは、40歳頃から脳にたまっていくと言われ、特に、糖尿病の方は、たまりやす
いため軽度認知障害（通常30年ほどで進む）になりやすく、健康な人より2倍近く早くなります。
　そこで、予防に効果的なのが「アブラナ科の野菜」。この野菜に含まれる成分は、認知症の原因と
なるアミロイドβを解毒するといわれます。

アブラナ科の野菜には、菜の花（なばな）、小松菜、大根（葉）、チンゲン
サイ、水菜、ブロッコリー、からし菜、タカナなどがあります。旬の時期に
食べると栄養価が高く、安く手に入るので大いに食卓に登場させましょう！

型認知知症は、知症は、

ߪߜߦࠎߎ
ஜᏧߔߢ

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

認知症予防は、
　　　　野菜がカギ！

保健師　藤川　絹代

㊁⩿ߩ৻ᣣߩ⋡ᮡ㊂���ࠣޔߜ߁ߩࡓ
㧋ߢޠ⪀㊁ߩ⑼࠽ࡉࠕࠍ�㧒���㨑㧓ߩ�ಽޟ

表）私たちがよく食べる野菜は、認知症予防になる？
脳神経細胞を守る

食品名

さといも
さつまいも

ごぼう
もやし
ブロッコリー
小松菜
菜の花
水菜
チンゲン菜

1個（60g）
1本（250g）
1本（200g）
1袋（250g）
3房（70g）
1株（51g）
1束（200g）
1束（170g）
1株（85g）

0
5
0
0
47
133
360
187
145

4
73

6
8
84
20
260
94
20

0.4
3.8
1.2

0
1.7
0.5
5.8
3.1
0.6

×
×
×
×
○
○
○
○
○

目安量

抗酸化作用
酸化から守る

（血管のさびをとってくれるので、
認知症予防になる）アミロイド

βを解毒
する

ビタミンA
μｇ

ビタミンC
ｍｇ

ビタミンE
ｍｇ

よ
く
食
べ
る

野
菜

緑
黄
色
野
菜

（
1
5
0
g
/
日
）

ア
ブ
ラ
ナ
科
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　「認知症サポーター」とは、養成講座を受講し、認知症
について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守
る応援者のことです。
　講座を受けることで、自分の健康や介護予防のためにも
なります！ たくさんのご応募をお待ちしています。

 ၞ ൮  ᡰ េ

 ࡦ ࠲  ଢ ࠅ

㍪↸
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

　３月２日に、木上小学校の4年生（現５年生）など31名が認知症サポーター養成講座（講師：にしき園
境目ケアマネ・西ケアマネ）を受講されました。認知症サポーターとして認知症の人のことや病気につ
いて理解を深めました。また、高齢者へ優しく接することの大切さや、声かけのしかたを学びました。

ᧁዊቇᩞޓ㧞ᐕ↢㧒㧟ᐕ↢㧓
㧗㙃ᚑ⻠ᐳ࠲㧗ࡐࠨ∝�⍮ޓޓޓޓޓޓޓ

⍮∝ߩᣇޔ߿ኅᣖߊ߆᷷ࠍࠆᔕេ⠪߁ࠂߒ߹ࠅߥߦ
ߡߟߦߺㄟ↳ߩ㧗㙃ᚑ⻠ᐳ࠲㧗ࡐࠨ∝⍮ޓ

ど31名が認知症サポーター養成講座（講師：にしき園

↢㧒㧟ᐕ↢㧓
⍮∝ࡐࠨ㧗࠲㧗㙃ᚑ⻠ᐳ

３月２日に 木上小学校の4年生（現５年生）
れました

優しく接

⍮∝ ᣇ߿ ኅᣖ߆᷷ࠍ 

など
。
接

　３月２日に、木上小学校の4年生（現５
境目ケアマネ・西ケアマネ）を受講され
いて理解を深めました。また、高齢者へ優

⍮∝ߩ࠻ࠬ࠹࠾ࡒ᭽ሶ

ど31名が認知症サポ タ 養成講座（講師：にしき園
認知症サポーターとして認知症の人のことや病気につ

ることの大切さや、声かけのしかたを学びました。

など
認

接す

⍮∝ࡐࠨ㧗࠲㧗ߚߒ߹ࠅߥߦ

認知症サポーター養成講座の様子

◇申　込　み：　錦町地域包括支援センターへ気軽にお問い合わせください。
◇実 施 時 期：　お申込みをいただいてから、相談のうえ開催日程等を計画します。
◇実 施 内 容：　講座（60分から90分程度）　１回。　参加費無料。
◇申込み団体：　地域や職場など認知症に関心のあるさまざまな団体からの申込みをお待ちしています。
※すでに受講された方や団体も大歓迎です。再度、受講することでより認知症の理解も深まります。

木上小学校　５年生児童の標語　　　　　　　　【児童が書いた標語を一部ご紹介します】
お年より　助けてあげよう　まごの手で    中村　光輝
やさしくね　家族のぬくもり　たすけあい    守屋　えな
ぼくにまかせて　ごはんのじゅんび　おじいちゃん   大森　光

西小学校　５年生児童の標語
町のたから　いっしょにがんばる　幸せに    犬童　暁仁
次は　ぼくが　やさしい目で　見ているね    濵﨑　律
高齢者　一人一人の　助けが大事     川嶋　美桜
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錦
町
へ
引
越
し
広
報
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
約
2
年
半
、
自
分
に
こ
ん

な
に
も
早
く
〝
思
い
つ
く
ま
ま
〞
の
バ

ト
ン
を
受
け
取
る
日
が
来
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
埼
玉
県
三
郷
市
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
33
歳
ま
で
関
東
の
結
婚
式
場

で
勤
務
し
て
お
り
、
ま
さ
か
の
9
年
前

に
熊
本
県
へ
転
勤
、
転
勤
し
た
先
で
働

い
て
い
た
妻
と
知
り
合
い
結
婚
に
至
り

ま
し
た
。

　

熊
本
は
そ
れ
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
土
地
で
し
た
が
、
熊
本
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
‼

　

大
自
然
の
美
し
さ
に
加
え
、
空
気
も

ご
飯
も
と
て
も
美
味
し
く
、
す
ぐ
に
慣

れ
て
し
ま
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
熊
本
弁
っ
て
す
ご
い

な
ー
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
球
磨
弁

は
そ
の
何
倍
も
難
し
い
で
す
。

　

一
番
の
衝
撃
は
『
○
○
さ
ん　

ぎ
ゃ
ー
（
家
）
』
で
し
た
。
勤
務
先
で

は
普
通
に
会
話
が
で
き
て
い
た
は
ず
の

妻
も
錦
町
へ
帰
っ
た
時
だ
け
は
ま
る
で

外
国
語
を
話
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
（
笑
）

　

４
歳
の
息
子
ま
で
と
て
も
流
暢
な
球

磨
弁
を
話
す
よ
う
に
な
り
、
私
の
方
が

タ
ジ
タ
ジ
。

　

今
で
は
息
子
が
私
の
球
磨
語
の
先
生

と
な
り
猛
勉
強
中
で
す
。

　

昨
年
よ
り
車
の
営
業
の
仕
事
を
始
め

ま
し
た
。
土
地
勘
も
な
く
初
め
て
の
仕

事
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
球
磨
郡

の
方
は
と
て
も
優
し
い
方
ば
か
り
で
い

ろ
ん
な
方
に
助
け
て
頂
き
充
実
し
た
毎

日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
時
々
お
客
様

と
の
会
話
の
中
で
難
し
い
言
葉
も
出
て

き
ま
す
が
何
と
な
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
把

握
し
笑
顔
で
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

何
も
か
も
初
心
者
の
私
で
す
が
、
早

く
こ
の
地
に
馴
染
み
球
磨
弁
も
巧
み
に

使
い
こ
な
し
沢
山
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、

球
磨
出
身
の
方
々
以
上
の
『
球
磨
人
』

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

車
ば
買
い
か
ゆ
っ
時
は
い
っ
ぺ
ん
話

ば
き
か
せ
っ
く
だ
ー
い
！！
笑

◆
次
回
は
西
大
正
◆

◆
下
山
広
人
さ
ん
で
す
◆

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
っ
て
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水上の大噴水‼人吉球磨を
満喫するのが楽しみです。

お気に入りの自転車で
よく散歩しています。
お気に入りの自転車で

おでかけ定番だった SL 人吉。
早い復興を願います。

定番だ 人吉

ᕁߊߟ߹߹
↰ਛࠎߐ๋⌀ޓ
㧒৻ᱞᔘࡩේ㧓

468
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■人の動き

T
・
晴
美

(

東
日
本
大
震
災
十
年)

獲
る
こ
と
や
作
る
こ
と
に
専
念
出
来
ず

風
評
被
害
に
立
ち
向
か
ふ
人

十
年
の
空
山
と
な
り
し
村
里
と

も
と
住
み
し
人
再
会
し
た
り(

コ
ロ
ナ
禍)

コ
ロ
ナ
に
も
慣
れ
し
か
子
ら
は
中
止
と
い
ふ

言
葉
に
さ
ほ
ど
顔
色
変
え
ず

卒
業
式
校
歌
流
る
る
を
聞
く
子
ら
よ

歌
ふ
も
叶
は
ず
マ
ス
ク
し
た
る
に

誰
も
知
ら
ぬ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
れ
る

数
十
年
後
の
影
響
の
こ
と

週
末
は
近
く
を
散
歩
し
初
め
て
知
る
こ
と

多
く
あ
り
巣
籠
も
り
も
良
し

坂
本　

敦
子

看
護
師
の　

免
許
取
得
し　

卒
業
す

五
年
間　

奨
学
制
度　

感
謝
す

あ
ち
こ
ち
で　

ホ
ー
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ー　

特
訓
中

山
里
に　

白
モ
ク
レ
ン
の　

凛
と
咲
く

群
れ
で
飛
ぶ　

指
示
は
誰
？　

右
・
左

孫
等
た
ち　

レ
ン
ゲ
畑
で　

駆
け
回
る

薄
曇
り　

の
ど
か
な
春
の　

陽
ざ
し
か
な

春
風
に　

桜
花
漂
う　

日
暮
れ
ど
き

坂
本　

敦
子

い
き
ゃ
よ
か
ろ　

三
世
代
で　

住
む
家
族

い
き
ゃ
よ
か
ろ　

三
高
三
高
（
学
・
給
・

身
）
は　

夢
の
夢

今
井　

李
空　
　
（
詩
織
）

　
　
　

  

西
下
大
鶴

粟
生　

莉
魅　
　
（
勇
太
・
侑
希
）

　
　
　

  

西
下
井
手
ノ
口

村
井　

杏
介　
　
（
将
樹
・
佑
依
）

　
　
　

  

西
下
井
手
ノ
口

渡
辺　

日
莉　
　
（
公
志
・
文
乃
）

　
　
　

  

西
上
松
里

橋
口　

新　
　
　
（
宏
平
・
奈
穗
）

　
　
　

  

西
内
門

佐
藤　

寛
栞　
　
（
翔
貴
・
裕
子
）

　
　
　

  

西
内
門

元
村　

翔
平　
（
西
木
揚
）

伊
藤　

悠
花　
（
西
大
王
三
条
）

梶
原　

貴
志　
（
木
上
野
間
）

園
田　

裕
子　
（
人
吉
市
）

村
山　

治
行　
（
66
歳
）　

西
上
井
手
ノ
口

石
本　

絹
雄　
（
70
歳
）　

西
下
井
手
ノ
口

米
田　

ト
ミ
カ（
94
歳
）　

西
下
松
里

島
辺　

久
美
子（
73
歳
）　

一
武
横
山

稲
富　

幸
子　
（
91
歳
）　

木
上
平
川

濱
田　

キ
ミ
子（
87
歳
）　

木
上
迫

沖
村　

敏
祝　
（
80
歳
）　

木
上
野
間

守
屋　

邦
子　
（
87
歳
）　

木
上
山
下

川
島　

一
則　
（
86
歳
）　

木
上
由
留
木

☆
次
回
（
5
月
号
）
の
笠

◆
に
い
か
と
ば
（
新
し
い
の
を
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
4
月
9
日
（
金
）

り
う
ら

ひ
よ
り

か
ん
な

き
ょ
う
す
け

あ
ら
た り

み

2月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，921（－1）　　 　○総人口　１０，517（－8）　  　○男　5,005（+1）　  　○女　５，512（－9）

く
う
ざ
ん

た

短
　
歌

に
し
き
狂
句

俳
　
句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
2
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

4
月
で
す
。
入
学
・
進
学
・
就
職
…

と
、
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
不
安
と
期
待
な
ど

複
雑
な
感
情
を
抱
え
、
体
調
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

我
が
家
で
は
進
学
す
る
子
ど
も
を
送

り
出
し
ま
す
。
家
族
の
誰
か
が
い
な
く

な
る
と
い
う
寂
し
い
気
持
ち
は
、
先
輩

方
か
ら
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
慣
れ
る

ま
で
は
し
ば
ら
く
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

私
が
高
校
を
卒
業
し
た
約
30
年
前

は
、
携
帯
電
話
も
な
く
、
公
衆
電
話
で

家
族
と
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
テ
レ
ビ
電
話
機
能
が
使
え
る
通
信

ア
プ
リ
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど

こ
か
ら
で
も
、
顔
を
見
て
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
に
便
利
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
も
、
相
手
が
嫌
が
ら
な
い
範
囲
で
、

連
絡
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

蓑
田
和
也

ご
誕
生

ฤ
ू
ޙ
ه
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に
し
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発
行

・
編

集
／

錦
町

役
場

企
画

観
光

課
　

☎
0966-38-4419　

FA
X0966-38-1575　

印
刷

／（
株

）協
和

印
刷

　
　

　
　

　
  〒

868-0392　
熊

本
県

球
磨

郡
錦

町
大

字
一

武
1587

町
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.nishiki-m

achi.com
町

公
式

facebookペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.facebook.com

/tow
n.nishiki

錦町では、10種目12団体のジュニアスポーツクラブが活動しています。
今月から４ヵ月にわたり活動を紹介しますので、ご興味のある方は是非お問合せください。

ഴ

ڿ
ۡ
५
এ
␗
ॶ
ॡ
ছ
ঈ

ॡ
ছ
ঈ
৩
൳
ૐ
آ

ഴ໐ॡছঈ ૱໐௵ভ ଗைق৵໐ك
活動目標
・常に感謝の気持ちを忘れず
　素直な心で剣の道を学びな
　がら共に成長し、生きる力
　を育む

練習場所
西小学校体育館
錦中学校武道場

活動時間、活動日
19：00～20：30（月・水・金）
  9 ：00～11：00（土）

募集対象
5歳～12歳

会費／月額　1,000円

活動目標
・剣道を通じて、学校生活家
　庭生活ではなかなか身に付
　ける事の出来ない礼儀作法
　等を学ぶ
・剣の道を通して、人間形成
　の基礎を培う

練習場所
一武小学校体育館

活動時間、活動日
18：30～20：00（火・木）
  9 ：00～11：30（土）

募集対象
6歳～12歳

会費／月額　1,500円

活動目標
・剣道の所作を通じて礼儀作
　法等を身につける
・人間形成
・生涯剣道（長く続けること
　ができる）

練習場所
木上小学校体育館

活動時間、活動日
17：00～19：00（火・木）
  9 ：00～11：00（土）

募集対象
6歳～12歳

会費／月額　1,000円

お問合せ　教育振興課　☎38-4450


